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2026年5月20日 

 

「I'mネット定例会（2026年 5月）」 

2026年 5月 8日（金）19:00-21:00、茨木市立男女共生センターローズ WAM会議室にて、 

「I'mネット定例会（2026 年 5月）」を開催しました。 

ＧＷ開けのお忙しい中、21 名の参加者がありました。ご参加ありがとうございました。 

 

■ テーマ：「マンション管理の“困った”を持ち寄る会」 
 

 

 

 

 

 

 

 

① マンション管理センター「サポートネット」の利用実態 

・公益財団法人マンション管理センターが運営する総合情報サイト。 

・管理規約、Q&A、裁判例、法令情報などを提供し、管理組合運営を支援している。 

・情報収集や課題解決の参考として有用であることを確認。  

・年間利用料 3,140円 

※「マンション管理センターのサポートネット」 

（https://www.mankan.or.jp/03_supportnet/supportnet.html） 

 

② 「マンションみらいネット」登録状況と課題 

・管理組合の運営状況（建物概要、修繕履歴、図書保管状況等）を登録し、インターネット

で閲覧できる仕組み。 

・管理規約や図面の電子化保管機能もあり、情報管理の効率化に寄与。 

・内容についてマンション管理士による無料説明も受けられる。 

・一方で、IT知識が必要であり理事交代制の管理組合では継続運用が難しい面も指摘された。 

・年間使用料は 20,000円 

※「マンションみらいネット」（https://www.mirainet.org/） 

 

 

 

No.81 

テーマ 「マンション管理の“困った”を持ち寄る会」

目　的 管理組合運営に関する知識共有、課題の把握、改善策の検討  

参加者 21名（区分所有者、理事、マンション管理士　ほか）  

内　容 マンション管理に関する最新情報、各管理組合の実態共有、課題と改善策の議論

https://www.mankan.or.jp/03_supportnet/supportnet.html
https://www.mirainet.org/
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③ 再生資源ごみの回収業者の選定方法 

・各マンションの管理組合・自治会が個別に業者選定を行っている。 

・市として業者紹介・斡旋等は行っていない。 

・保管場所や地理的条件がマンションごとに異なるため、近隣マンションの状況も参考にし

つつ個別判断が必要。 

 

④ 高齢化による役員不足と運営の工夫 

・「管理組合＝全区分所有者」という意識付けが重要。 

・「役員は大変」というイメージを払拭し、「自分でもできる」と思える仕組みづくりが必要。 

・運営がうまくいく管理組合はマニュアル化が進んでいる。 

・理事長が仲間を作り、相談できる環境を整えることが活動継続の鍵。 

・理事任期を 2年・半数交代制にすることで引継ぎが円滑に。 

・マンション管理士を理事会等へ招いて、セミナーを開催することは、 

理事のスキルアップに有効。 

・広報の重要性は理解されるが、作成スキルのハードルが課題。 

 

⑤ 管理会社への依存度を下げたいという課題 

・総会資料・理事会資料の作成から保管まで管理会社に依存しているケースが多い。 

・その結果、理事が管理課題に向き合う機会が減少。 

・理事会議事録を理事のみ閲覧とする運用も、区分所有者の関心低下につながる可能性があ

る。 

 

⑥ 管理規約改正の周知方法 

・クラウド環境への掲載、ホームページでの掲示、紙版の希望配布など複数案が提示。 

・高齢者への配慮から紙版の必要性は依然高い。 

・改正時には説明会を開催し、改正ポイントを丁寧に周知することが重要。 

 

⑦ 役員引継ぎの確実な実施方法 

・「引継一覧」を作成し、次年度理事へ紙ベースで説明。 

・引継一覧は区分所有者全体への公開も検討の余地あり。 

・「引継専用ファイル」を作成し、監事が毎年チェックする仕組みが有効。 

・前年度理事と当年度理事による「引継ミーティング」を実施。 

・全理事の前で担当者ごとに引継ぎを行うことで情報共有が進む。 

・引継事項は「物品」「業務内容」「課題」の 3種。 

・日頃から理事会ノートに記録を残すことが重要。 

・引継書は新しく作らず、過去のフォーマットを継続使用することが望ましい。 

・定期点検等は長期修繕計画とリンクさせることで漏れを防止。 

 

⑧ 課題発生の源となる環境について 

・管理組合運営の課題の根源は「区分所有者の無関心」。 

・無関心の背景には「自己保身」があり、活動の重要性は理解していても自分が関わること

には消極的。 

・参加者からご自身のマンションにおいて、各コミュニティ（理事会・自治会・老人会・こ
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ども会）が協力し、広報誌を年 4回発行している事例紹介有り。広報活動を通じてコミュニ

ティ間の情報共有が進み、マンション全体のコミュニティ形成に寄与しているとのこと。 

・個別課題への対応だけでなく、課題を生む環境そのものの改善にも目を向ける必要がある。 

 

⑨ その他の議論 

（1）管理組合のレベルアップ方法 

・まず自分たちの組合のレベルを把握することが重要。 

・国交省「マンション管理標準指針」を活用し、不足部分を課題として整理し、改善方針を

検討することでレベルアップが可能。 

※「マンション管理標準指針」（https://www.mlit.go.jp/common/001080787.pdf） 

 

（2）自治会費の徴収方法 

・管理費はマンション管理のための費目であり、自治会費を含めるのは不適切との意見あり。 

・各マンションの事例： 

A：管理費に含めて徴収（金額差異有）→問題あり？ 

B：管理費に含めて徴収（金額差異無）→問題あり？ 

C：自治会が独自に徴収→問題なし 

D：管理組合が「自治会費預り金」として別枠で徴収し、 

年度末に自治会へ振替→問題なし 

 

■ 次回予告：次回の「I’m ネット定例会」は、2026年 7月 10日（金）19時 

茨木市立男女共生センターローズ WAM 会議室にて行う予定です。（お楽しみに！） 

 

＜編集後記＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のテーマは「マンション管理の“困った”を持ち寄る会」。 

「情報管理」、「役員体制」、「住民意識」、「引継ぎ」、「管理会社との関係」・・・・・・ 

といった管理組合運営の根幹に関わる課題が多く議論されました。 

特に、「区分所有者の無関心が課題の源であること」、「役員の負担軽減と継続性の確保」、

「情報共有の仕組みづくり」、「管理会社との適切な役割分担」が、重要なポイントとして共有され

ました。今後は、今回の議論を踏まえ、各管理組合が自分たちの組織の状況を客観的に把握

し、管理組合メンバーで協力し改善策を段階的に実行していくことが求められるのではないかと思

いました。 

議論の中で出た「理事長には仲間が必要」という言葉はとても大切な言葉であり、管理組合

活動の中では「理事長」と全理事メンバーは上下関係ではなく共に活動していく「仲間」であるとい

う意識が必要であることを再認識することができました。（I’m ネット・豊嶋） 

https://www.mlit.go.jp/common/001080787.pdf
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[アンケート]I’m ネット定例会（5 月度） 

 
URL : https://forms.gle/97MHyZDJXsChyycQ7 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSccMb7Lib-gCQ_lKu36eggoxizHqfKos02XQutTdY7Pa-OiKA/viewform
https://forms.gle/97MHyZDJXsChyycQ7

